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政 ･外交の枠組を変えることなしに遂行され た｡｣

(p.122)バンコク時代と呼ばれるタイ国史上の新 し

い時代は,か くして,｢明確な断絶ないしは変移の一

線を画することなく｣(loc.°it.)開始されたのであ

る｡著者 Wenk は, Ⅰ世王の登位をもって,いわ

ゆる "newSiam"が始まるとする通説をしりぞげ,

"inaverylleSitantway〃 という留保をつけつ

つも,モンクット王の治世をもって近代タイ国の開

始の時期としている｡

本書はその前半において国内諸制度の復興につき

のべ,後半はもっぱら旧領土の回復戦役を含む対外

関係の記述にあてられているが,史料の関係もあっ

てか,力点は後者におかれているように思われる｡

前者のテーマについては,つとにタ一二親王のモノ

グラフ 〃ThereconstructionofRamaIofthe

ChakriDynasty,"JSSXLIII:1(1955)が発表

されているが, 本書の記述は, ｢バクルン年代記｣

｢ナコンシータマラー ト史料｣などによる,地方行

政組織の叙述があるほかは新味に乏しい｡今後 ｢三

印法典｣などの根本史料を利用 しての,さらに精撤

な研究の出現がまたれる｡

対外関係は,本書の中心部分をなすもので,主と

してタイ語およびラーオ語史料によって,ビルマ戦

役とその終結,ラーオ諸国,マラヤ土侯国およびカ

ンボジア征服の過程があとずけられている｡安南お

よび西欧諸国との交渉史は簡潔な記述にとどまる｡

1957年に WalterVellaがタイ語文献を駆 使 し

てラーマIII世王時代史 Siam underRamaII/,

1824-1851.(New York,1957)を発表して以来,

ラタナコ-シン史に対する関心はとみに高まり,今

日までに,Ⅳ世王年代記の全訳 CbadinFlood(tr.)

TheDynasticChroniclesBangkokEra,The

FourthReign.4γols.Tokyo,1965-,V世王に

かんするタイ語文献を訳編 した Prachoom Chom-

chai,ChuZalongkorntheGreat.Tokyo,1965.

など,タイ語史料による研究が次々と刊行された｡

今回 Wenkの労作が世に出たことによって,ラタ

ナコ-シン王朝の最初の5王の研究が,Ⅲ世王をの

ぞき, ことごとく英語で利用可能の状態となったこ

とを喜びたい｡

(石井米堆 ･東南ア研)
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NationalFamilyPlanningBoard,

Malaysia.ReportontheWestMalay-

sian Family Survey, 1966-1967.

KualaLumpur,n.d.xliv+534pp.
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開発途上国の人口増加はきわめて著 しく,それぞ

れ深刻な人口問題を生み出している｡マレーシアも

例外ではなく,約 3%に及ぶ増加率 が記録 されて

いる｡ このような事態を背景に,この国の主要部

WestMalaysia(マレー半島部)における出生力の

動向をさぐるため に,WestMalaysianFamily

Surveyが行なわれた｡ この調査はマ レー シアの

NationalFamily Planning Board とミシガン

大学の PopulationStudiesCenterとが協力 して,

1966年末から1967年はじめにかけて実施 した｡

報告書は四つの章および Appendixからなる｡第

1章から第3革までは調査方法の解説および調査結

果の要約にあてられ,第4章では345ページを費やし

てほう大な量の集計表が示されている｡ Appendix

A には WestMalaysia全域を対象として,各質

問に対する解答の実数が示され, AppendixB に

は調査に用いられた質問票が, AppendixC には

調査員に対するインス トラクション,AppendixD

にはコーディングに関する説明がおさめられているO

この調査の対象は15-45才の既婚女性で,サンプ

ル数は5,457である｡サンプリングおよび集計の主

な関心は,大都市,町,村落という三つのグループ

における差異にむけられている｡ この国における生

活状態を規定 しているもう一つの重要な要素である

民族による差異が,政治的な理由からか,あるいは

調査企画者の不注意からか,十分に扱われていない

ことは,調査の価値をやや低めているといわざるを

得ない｡ 質問票は300以上の質問項目を含み,非常

に意欲的なものであるが,この種の調査としてはや

や欲張りすぎたきらいがないでもない｡とはいえ,

この報告書は,この種のデータに乏しい開発途上国

の出生に関する現状および態度を知るためきわめて

重妻な資料といえよう｡

(坪内艮博 ･東南ア研)
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PaulLewis.Akha-English Dic -

tionary.DataPaperNo.70,Ithaca:

Southeast Asia Program,°ept. of

Asian Studies, CornellUniversity,

1968.xxiv+363pp.
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東南アジア (特にタイ国北部)における少数民族

言語は俗に ｢未調査言語｣と呼ばれてきたほど,質

料のとほしいものであったが,先に紹介 したヤオ語

の辞書にす ぐ引き続きこのアカ語の辞書が出版され

たことを見ると, これ らの言語ももはや ｢未調査｣

の言語ではな くなりつつあると言わねばならないだ

ろう｡著者は1949年から66年まで ビル マの チェン

トゥンのパ ンワイ (Pawe)で宣教師をして お り,

その間に集めた資料を辞書にしたものである｡さす

がに長年月を費やしただけあって,見出しの数だけ

で7100,複合語その他の類を差 し引いても4000語 く

らいを含む,誠に立派な辞書である｡本書のアカ語

は "Jeu〉g'oe〉Dialect"(/ja苫¢/)であり, 私 の

調査 した北部タイのアカ語 と比較 してみると,初頭

子音に関しては,Saenchal村の Amya氏その他

により代表されるタイプのアカ語にもっとも近 く,

ほとんど相異点は見られない｡中核母音,末尾子音

においては, わずかな違いが見 られるだ けで, 大

差はない｡ ただ, 本書に述べられている母音音素

<oi> /ti/は, 私の調査 したいずれのタイプにも

見出されなか った｡ ま た, <ui> /'1'/と <eu>

/a/との対立は本書に示されているほど明確ではな

く,不安定である｡ ビルマにおけるアカ語ではある

が,そのまま北部タイでも通用することには疑問の

余地がないだろうQ声音 も目立った相異はない｡

本文の他に, "Introduction" と "Appendix"

があり, 後者は命名法, 儀式名, 時間 (目名, 月

名など) の説明であり, 前者 は HPhonology"と

"Grammar"の概 略 であ る｡ "Phonology"は同

じ著者の論文 "AkhaPhonology," Anthropolo -

gicalLinguistics,Vol.10,No.2(1968)と同 じ

である｡ 氏の記述の特色 と して は, 母音音素 に

"Laryngealized"と "Oral"の2系列を認めて い

ること,および [5]を /〇g/と解さずに/早/<Qh>

と言う独立 した一つの母音音素とみなしていること

があげられよう｡前の点については,母音に2系列

を止てるより も, "Laryngealization"を声 調類

<二,-> に伴う自動的特徴とみなすほうがよいと

私は考えるのであるが,後の点については,方言の

相異自体に原因するとも考えられるので,本書の通

り/9/<cLh>としておいても良いだろう｡"Gram一

mar"は造語法 ("Word Formation")の説明で

あり,短い簡単なものであるが,アカ語の特徴を非

常によ く捉えていると思うOまた本文においては,

見出し三吉とその他の要素との結合形 があ げ られ て

いる場合には,結合形の訳言吾は与えられていない.

例えば,<g'0人一eu> ≪toreturn≫ の項には,他

の要素との結合形として,<g'0人IG〉-eu,g'0人le-

eu,g'o〈le〉-eu,g'o〈i〉-eu>≪(下方から上方へ)

帰って来る,(上方から下方-)帰って来る,(下方

から上方-) 帰って行 く, (上方から下方-)帰っ

て行 く≫が挙げられているが,この項にはこれ らの

訳語は付されていないのである｡ これは一見不親切

なようだが, 使用者 は それぞれ <lq〉-eu,le-eu,

le〉-eu,i〉一eu> の項を探 したのちに, 自分で二つ

の要素を総合 して意味を理解することになるから,

なり,より親切な方法と言えるのである｡

本書の表記法は,ビルマにおける宣教師により用

いられてきた,ローマ字によるそれであるが,音素

体系と規則的に対応 し,かぶせ音素の表記がないこ

とを除けば,ほとんど音素表記そのものと言ってい

いほどであるから,言語そのものを研究する人にと

っても,またアカ語を用いて他の分野 の仕事 をす

る人にとっても,非常にありがたい価値ある書物な

のであるO本書の表記法を Ma〈Kû nehbô eu

gui〉Zah〉daw〉,TheBritishandForeignBible

Society,Rangoon(1955)のそれとくらべ る と,

前者における <py,by,my> が後者では <pl,

bl,ml> となっている点以外 には違いはない｡ こ

れは両者の対象とする方言の相異に起因する可能性

があり,興味深い点である｡

アカ語の最も面白い特徴は造語法 (形態論)にあ

ると思われるが,その点本書は余すところな く記述

しており,非常にす ぐれた本で, この分野の研究者

にとって欠かすことができないものと言えよう｡例

えば, <Q〉 ZCt̂Shi〉-eu> ≪豚が死ぬ≫ とい う
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ような文を記録するのはたいして困難ではないが,

同じ意味でも,<cL〉 Zâ ZCL̂ Shi〉shi〉-eu> ≪豚

が豚の死を死ぬ≫といったような例を記録するのは

なみたいていのことではないのである｡

本書およびその他のタイプのアカ語については,

後により詳 しく述べるであろう｡

(桂 満希郎)

PisanuIntrakomhaeng.Thaifor

Foreigners.Bangkok,1968. (個人出

版)iv+327pp.

〓≡〓〓〓〓〓≡〓〓〓〓〓≡

タイ語の優れた入門書に対する要望が高まりつつ

ある折から本書が出版されたことは,また一つの喜

びとせねばならないo まず本書の構成 を見 ると,

`̀Phonology'‥̀MorpllOlogy'‥̀KeytotheTones"

の項目の下にそれぞれ概略的な説明がなされ,つい

で34課から成る本文 であ るが, 第16課 の後 には

`̀Syntax",第34課の後には "Orthography"の説

明があり, これ だけが "PartI"となっている｡

"PartII" は合計33課あり, すべて絵を使っての

`̀PatternDrills"である｡"Phonology"ほ根本的

には Haas のそれと変わりないが,異 な る点 は

Haasの /j,y,ua,ia,yaノがそれぞれ /y,i,

ua,i∂,主∂/ と表記されていることのみである｡例

えば /rS/≪(疑問)≫, /khan/≪彼≫ などのよ

うに,文字にとらわれずに,実際に話されている通

りを表記 している点は非常にす ぐれているが,その

反面,音素と文字との混同が見 られるのは解せない｡

例えば <bhala> は /pllOn/であるが,文字にと

らわれて /phol/と表記するなどである｡それなら

ば <kaara> は /kaan/ではな く/kaar/としな

ければならな くなるではないか｡"Morphology"ほ

どく簡単で,"Pre丘Xes,InfiⅩes,Su氏Xes"があげ

られているだけである｡後 2者については問題ない

として,"Pre丘Ⅹes"において,/fak,1auk,kaan,

khwaam/が /pra-～pa-,kra一一ka-/などと同

列に扱われていることは,大いに疑問を感ずる｡声

調は本書の説明で充分であるが,実際に教室で使用

するとなると,別に練習用のシー トを使って補足 し
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なければならないだろう｡第 1課一第34課は "Dia-

logue"`̀Notes""PatternDrills" か ら成るが,

量は他の本にくらべて少な く,教室で使用 した場合

は2時間で終了すべきである｡"PartI""PartII"

を合わせて67課あるから, 1週に10時間 (1日2時

間で5日)とすると,だいたい14週間 (3カ月半)

で本書を仕上げることができる｡内容から見て, 日

常の用を足すに不自由しない程度の基礎的な文 しか

出てこないから,本書にこれ以上の時間をかけるの

は適当ではないが,短期間にタイ語の基礎的な語柔

と構文とをのみこむには向いているであろう｡本書

の構文はすべて, Transformational(-Genera一

tive)Grammarにもとづいたもので,少ないスペ

ース内に,かなり能率よく必要な構文や造語法を網

羅 しているが,初心者あるいは言語学の予備知識の

ない人達にとっては,変形文法の用語や等式の類を

あまりにも強 く打ち出しすぎており,む しろ奇異な

感をいだかせるかもしれない｡"SyntaxMはすべて

上記変形文法により説明され,英語と対照されてい

て,よく出来ていると思うのであるが,変形文法を

心得た教師により説明されなければ,本書の価値を

充分に利用することができないであろう｡欠点とし

ては,(1)語乗がかなり高度なものを含むにもかかわ

らず,構文はあまり程度の高いものではないこと,

(2)ミスプリントの多いこと,(3)1冊にあまりいろい

ろなことを押 し込みすぎたこと,(4)各課の量が不つ

りあいであることなどがあげられよう｡他の本であ

る程度習ってきた人が,知識なり理解なりをさらに

確かなものとし,タイ語の文法を把握するために,

本書を課外用に使用するほうが適当であろう｡次に,

タイ語を実用的に学習しようとする人以外に,言語

学的にタイ語の文法構造を記述 しようとする人にと

っても本書は役に立つと同時に,興味を引 くものと

なっている｡変形文法の立場から,タイ語を分析 し

た本はほとんどないと言っていいほどであるが,本

書に示された P(九rase)S(tructure)Rulesおよび

T (ransformation)Rulesを詳細に検討すること

により,著者のタイ語に対する記述方法をかなり知

ることができる｡なお,"ThaiforForeigners"は

｢ThaiforForeignerswhosemothertongue

isEnglish｣の意であることをつけ加えてお く｡

(桂 満希郎)


